重慶の歴史と文化 (特集 新時代における日中韓周縁社会の宗教文化構造研究プロジェクト) -- (シンポジウム記録「日中韓周縁域史研究ことはじめ」) by 管 維良 et al.
5重慶の歴史と文化
重慶の歴史と文化











































































































































































































































































































また 1899年には 2,900艘あまりが 10万トンもの貨物を搭載して入港したのであった。20
世紀初頭にいたると、重慶は毎年民間船舶が二万艘入港し、貨物はなんと 50万トンにも
達した。宣統年間の統計によれば、四川で〔船舶が川を上るときに両岸より〕船曳をする
人夫は 200万人を超え、周囲より重慶を経由して輸出される貿易活動や水上運輸の発展に
より、重慶は長江上流で最大の水上・陸上の商業拠点となったのであった。こうした商業
拠点の文化を明確に体現しているのが、現今の「火鍋」料理〔中国風の寄せ鍋〕の出現で
ある。
200万人にも及ぶ船曳人夫や数十万人にも及ぶ埠頭労働者は収入も少なく、ボロを着て
街頭や道ばたで貧しい食事をするのみであった。20世紀初頭になると港湾地区に棒天振
が出現し、ある大衆的な軽食を販売し始めた。その原料は牛の下水〔中国では内臓を指す〕
約七、八種で、「水八塊」〔八種類の「下水」の意〕なる名前であり、南紀門の宰房街あた
りから出される値段のつかないような牛の蹄や内臓を利用したため価格もきわめて安く、
しびれるように辛い塩味のスープに入れて提供され、スープあるいは食事として飲食され
たが、まさにこの料理は機運に応じて生まれたものといえよう。1926年の前後には宰房
街の町角にいたイスラム教徒の馬氏の兄弟が、市井の「水八塊」の製法に芝麻醤〔ゴマを
炒ってすりつぶしたみそ状の調味料〕や蒜泥〔ニンニクをすりつぶしたもの〕を入れて味
をまろやかにし、牛の胃袋を中心に四季の野菜を入れ、ちゃんとした台所を持つ店舗を出
店し看板を掲げた。こうして中国の飲食史上に人々の食欲を誘う重慶毛肚火鍋〔毛肚とは
牛の第三胃であるセンマイ〕が卓越したものとして世にあらわれたのであった。
（26）　1892年としたのは雍希宏・朱培麟『重慶文化与交通簡史』（二〇〇三年六月）第二節「重慶開埠与近代重慶
交通運輸的発端」第二小節「近代交通運輸的発端」による。
